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「花子は画家の描く絵を見ることが好きだ。」という文を分解して出来る「花子はJ r画家のJ r描く J r絵を J r見
















位時間当たりのサッケード眼球運動数は，対照群の1.76土 0.21 (回/秒)に対して患者群では1. 18::!:0.46 (回/秒)
と有意に少なく，平均停留時間は，対照群の426::!:198 (ミリ秒)に対して患者群では517::!:309 (ミリ秒)と有意に長
かっ fこ o
2 )注視語系列の分析では①強~\関係，および弱い関係を持つ 2 語の組み合わせの出現率は対照群でそれぞれ33.2
%と 66.8%，患者群ではそれぞれ31. 1% と 68.9%であり，群間差はみられなかった。②しかし分節化の結果， 1 分節
あたりに含まれる語数は対照群の3.78::!:O.50 (語)に対して患者群では2.74::!:O.81 (語)と有意に少なかった。また
文頭語「花子は」から始まる分節数の出現頻度は，対照群での7.14::!: 1. 53分節に 1 回に対して患者群では3.70::!:1.19 
分節に 1 回と著明かっ有意な群間差がみられた。
3) 上記指標のうち課題遂行時間が SANS 下位総合評価中「思考の貧困J および「意欲・発動性欠如」と，単位
時間当たりのサッケード眼球運動数が「意欲・発動性欠知」と， 1 分節あたりに含まれる語数が「思考の貧困」およ
び「注意の障害」と有意に相関した。
【総括】
患者群では本課題の成績が不良であり，また本研究とは異なる課題を用いた過去の報告と同様に，眼球運動の特性
である単位時間当たりのサッケード数・平均停留時間が対照群とは異なっていた。課題に依存しにくいこれらの特性
が，精神分裂病では健常者と異なることが追認された。
語を注視する順序の解析では， 2 語間の意味関連の強さに基づいて生じるサッケードの割合には両群で差がないが，
統語処理に際して生じる 3 語以上の処理単位を考慮すると，患者群では非効率的な注視順序のパタンを示していた。
本研究の結果，精神分裂病の言語では意味よりも統語処理能力に障害があることが，眼球運動記録という客観的な
指標を用いて初めて明らかにされた。
論文審査の結果の要旨
本研究は，精神分裂病患者に対して統語能力を要する文構成課題を施行し，課題遂行中の眼球運動記録の分析から，
同病における思考形式の特徴を客観的に記述することを試みたものである。
本研究の結果，患者では語意の関連の強さに基づく注視パタンには障害をみとめがたい一方，統語的なまとまりを
作ることが困難で，処理のやり直しが多いという注視パタンの特徴が明らかになり，同病の言語能力では意味よりも
統語の面に問題があることが，本課題の遂行成績不良の原因である可能性が示唆された。
統語能力の障害を生理学的な指標を用いて初めて明らかにした研究であり，精神分裂病の基本障害と考えられる思
考障害の病態を解明する上で‘重要な意義を持つ。よって学位の授与に値すると考えられる。
